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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 6月 25日 (2003.6.25)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ３ 】
駆 動 ハ ン ド ル と の 間 で 引 き 紐 を 挟 持 す る と 共 に 、 駆 動 ハ ン ド ル が 復 帰 位 置 に 戻 る よ う に 駆
動 ハ ン ド ル に 復 帰 力 を 与 え る 復 帰 ば ね を 設 と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ス イ ッ チ
。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ３ の 発 明 で は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 駆 動 ハ ン ド ル と の 間 で 引 き 紐 を 挟 持 す る
と 共 に 、 駆 動 ハ ン ド ル が 復 帰 位 置 に 戻 る よ う に 駆 動 ハ ン ド ル に 復 帰 力 を 与 え る 復 帰 ば ね を
設 と を 特 徴 と し 、 引 き 紐 は 駆 動 ハ ン ド ル と 復 帰 ば ね と の 間 に 挟 持 さ れ て い る の で 、
引 き 紐 が 外 れ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 駆 動 ハ ン ド ル と の 間 で 引 き 紐 を 挟 持 す る と
共 に 、 駆 動 ハ ン ド ル が 復 帰 位 置 に 戻 る よ う に 駆 動 ハ ン ド ル に 復 帰 力 を 与 え る 復 帰 ば ね を 設

と を 特 徴 と し 、 引 き 紐 は 駆 動 ハ ン ド ル と 復 帰 ば ね と の 間 に 挟 持 さ れ て い る の で 、 引
き 紐 が 外 れ る の を 防 止 で き る と い う 効 果 が あ る 。
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